
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

規

則

】

○

母

子

及

び

寡

婦

福

祉

法

施

行

細

則

等

の

一

部

を

子

ど

も

未

来

課

改

正

す

る

規

則

会

計

課

（

県

例

規

集

登

載

）

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
規
則
第
六
十
二
号

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
細
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
十
月
三
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
細
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
年
岡
山
県
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条題

名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
細
則

目
次
中
「
寡
婦
福
祉
資
金
」
を
「
父
子
福
祉
資
金
及
び
寡
婦
福
祉
資
金
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
」
に
、
「
及
び
令
」
を
「
（
令
第
三
十
一
条
の
七
及
び
令
」
に
、
「
令
第
二
十
三
条
」
を
「
場
合
を
含
む
。
）
」

に
改
め
、
「
母
子
福
祉
資
金
貸
付
金
」
の
下
に
「
、
父
子
福
祉
資
金
貸
付
金
」
を
加
え
る
。

第
二
条
の
見
出
し
中
「
母
子
福
祉
資
金
の
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
資
金
の
区
分
に
よ
り
次
に
掲
げ
る
」

を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
資
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
事
業
開
始
資
金
又
は
事
業
継
続
資
金
」
を
「
母
子
事
業
開
始
資
金
又
は
母
子
事
業
継
続
資
金
」
に
改

め
、
同
項
第
二
号
中
「
修
学
資
金
」
を
「
母
子
修
学
資
金
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
技
能
習
得
資
金
又
は
修
業
資
金
」
を
「
母
子
技
能
習
得
資
金
又
は
母
子
修
業
資
金
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
就
職
支

度
資
金
」
を
「
母
子
就
職
支
度
資
金
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
医
療
介
護
資
金

イ
」
を
「
母
子
医
療
介
護
資
金

イ
」
に
、
「
医
療
介
護
資
金
の
」
を
「
母
子
医
療
介
護
資
金
の
」
に
改
め
、
同
号
イ
中

「
医
療
介
護
資
金

医
療
介
護
資
金
借
入
申
込
み
に
よ
る
診
断
及
び
所
要
経
費
見
込
書
」
を
「
母
子
医
療
介
護
資
金

母
子
医
療
介
護
資
金
借
入
申
込
み
に
よ
る
診
断
及
び
所
要
経
費
見
込
書
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
医
療
介
護
資
金
」
を
「
母
子
医
療
介
護
資
金
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
生
活
資
金
」
を
「
母
子
生
活
資
金
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
住
宅
資
金
」
を
「
母
子
住
宅
資
金
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中

「
転
宅
資
金
」
を
「
母
子
転
宅
資
金
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
就
学
支
度
資
金
」
を
「
母
子
就
学
支
度
資
金
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
見
出
し
を
「
（
母
子
・
父
子
福
祉
団
体
の
貸
付
け
の
申
請
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
母
子
福
祉
団
体
」
を
「
母
子
・
父
子
福
祉
団
体
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
事
業
開
始
資
金
」

を
「
母
子
事
業
開
始
資
金
」
に
、
「
理
事
」
を
「
役
員
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
事
業
継
続
資
金
」
を
「
母
子
事
業
継
続
資
金
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
見
出
し
を
「
（
福
祉
資
金
貸
付
決
定
通
知
書
等
の
交
付
）
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
見
出
し
を
「
（
福
祉
資
金
借
用
書
の
提
出
）
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
の
所
定
期
日
」
を
「
に
規
定
す
る
期
日
」
に
、
「
借
用
書
」
を
「
同
項
の
福
祉
資
金
借
用
書
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
見
出
し
を
「
（
貸
付
金
の
交
付
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
修
学
資
金
、
技
能
習
得
資
金
及
び
修
業
資
金
」
を
「
母
子
修
学
資
金
、
母
子
技
能
習
得
資
金
及
び
母
子
修
業
資
金
」
に
、
「
生
活
資
金
」
を

「
母
子
生
活
資
金
」
に
改
め
る
。
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第
九
条
中
「
修
学
資
金
」
を
「
母
子
修
学
資
金
」
に
、
「
、
資
金
」
を
「
、
当
該
資
金
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
見
出
し
を
「
（
貸
付
金
の
増
額
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
修
学
資
金
、
技
能
習
得
資
金
、
修
業
資
金
又
は
生
活
資
金
」
を
「
母
子
修
学
資
金
、
母
子
技
能
習
得
資
金
、
母
子
修
業
資
金
又
は
母

子
生
活
資
金
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
中
「
母
子
福
祉
資
金
貸
付
金
」
を
「
貸
付
金
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
見
出
し
中
「
母
子
福
祉
資
金
の
」
を
削
り
、
同
条
中
「
修
学
資
金
又
は
修
業
資
金
」
を
「
母
子
修
学
資
金
又
は
母
子
修
業
資
金
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
事
業
開
始
（
事
業
継
続
、
住
宅
）
資
金
据
置
期
間
延
長
申
請
書
」
を
「
据
置
期
間
延
長
申
請
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
」
を
「
前
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三

項
中
「
前
項
の
」
を
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
」
に
改
め
る
。

「
第
三
章

寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
け
」
を
「
第
三
章

父
子
福
祉
資
金
及
び
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
け
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項

第
十
三
条
第
一
項

第
三
十
二
条
第
一
項

第
二
条
第
二
項
第
一
号

母
子
事
業
開
始
資
金
又
は
母
子

寡
婦
事
業
開
始
資
金
又
は
寡
婦

事
業
継
続
資
金

事
業
継
続
資
金

第
二
条
第
二
項
第
二
号

母
子
修
学
資
金

寡
婦
修
学
資
金

第
二
条
第
二
項
第
三
号

母
子
技
能
習
得
資
金
又
は
母
子

寡
婦
技
能
習
得
資
金
又
は
寡
婦

修
業
資
金

修
業
資
金

第
二
条
第
二
項
第
四
号

母
子
就
職
支
度
資
金

寡
婦
就
職
支
度
資
金

第
二
条
第
二
項
第
五
号

母
子
医
療
介
護
資
金

イ

寡
婦
医
療
介
護
資
金

イ

母
子
医
療
介
護
資
金
の

寡
婦
医
療
介
護
資
金
の
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第
二
条
第
二
項
第
五
号

配
偶
者
の
な
い
女
子
又
は
そ
の

寡
婦

イ

者
が
扶
養
し
て
い
る
児
童

係
る
母
子
医
療
介
護
資
金

係
る
寡
婦
医
療
介
護
資
金

母
子
医
療
介
護
資
金
借
入
申
込

寡
婦
医
療
介
護
資
金
借
入
申
込

み
に
よ
る
診
断
及
び
所
要
経
費

み
に
よ
る
診
断
及
び
所
要
経
費

見
込
書

見
込
書

第
二
条
第
二
項
第
五
号

配
偶
者
の
な
い
女
子

寡
婦

ロ

母
子
医
療
介
護
資
金

寡
婦
医
療
介
護
資
金

第
二
条
第
二
項
第
六
号

母
子
生
活
資
金

寡
婦
生
活
資
金

第
二
条
第
二
項
第
七
号

母
子
住
宅
資
金

寡
婦
住
宅
資
金

第
二
条
第
二
項
第
八
号

母
子
転
宅
資
金

寡
婦
転
宅
資
金

第
二
条
第
二
項
第
九
号

母
子
就
学
支
度
資
金

寡
婦
就
学
支
度
資
金

第
三
条
第
一
項

法
第
十
四
条

法
第
三
十
二
条
第
四
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
十
四
条
（
各

号
を
除
く
。
）
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第
三
条
第
二
項
第
一
号

母
子
事
業
開
始
資
金

寡
婦
事
業
開
始
資
金

第
三
条
第
二
項
第
二
号

母
子
事
業
継
続
資
金

寡
婦
事
業
継
続
資
金

第
四
条
第
一
項

令
第
九
条
第
一
項

令
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用

す
る
令
第
九
条
第
一
項

第
七
条

令
第
十
条
た
だ
し
書

令
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用

す
る
令
第
十
条
た
だ
し
書

母
子
修
学
資
金
、
母
子
技
能
習

寡
婦
修
学
資
金
、
寡
婦
技
能
習

得
資
金
及
び
母
子
修
業
資
金

得
資
金
及
び
寡
婦
修
業
資
金

第
九
条

母
子
修
学
資
金

寡
婦
修
学
資
金

第
十
条
第
一
項

母
子
修
学
資
金
、
母
子
技
能
習

寡
婦
修
学
資
金
、
寡
婦
技
能
習

得
資
金
、
母
子
修
業
資
金
又
は

得
資
金
、
寡
婦
修
業
資
金
又
は

母
子
生
活
資
金

寡
婦
生
活
資
金

令
第
七
条
第
三
号
か
ら
第
五
号

令
第
三
十
六
条
第
三
号
か
ら
第

ま
で
又
は
第
八
号

五
号
ま
で
又
は
第
八
号

第
十
二
条

令
第
十
二
条

令
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用

す
る
令
第
十
二
条
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第
十
三
条

令
第
十
三
条

令
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用

す
る
令
第
十
三
条

第
十
四
条

法
第
十
三
条
第
三
項

法
第
三
十
二
条
第
二
項

母
子
修
学
資
金
又
は
母
子
修
業

寡
婦
修
学
資
金
又
は
寡
婦
修
業

資
金

資
金

第
十
五
条
第
一
項

令
第
八
条
第
五
項

令
第
三
十
七
条
第
五
項

第
十
六
条

令
第
八
条
第
三
項
た
だ
し
書

令
第
三
十
七
条
第
三
項
た
だ
し

書

第
十
八
条
第
一
項

令
第
十
七
条

令
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用

す
る
令
第
十
七
条

第
十
八
条
第
二
項

令
第
十
七
条
た
だ
し
書

令
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用

す
る
令
第
十
七
条
た
だ
し
書

第
十
八
条
の
二

令
第
十
八
条
第
一
項

令
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用

す
る
令
第
十
八
条
第
一
項

第
十
九
条
第
一
項

令
第
十
九
条

令
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用

す
る
令
第
十
九
条
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第
十
九
条
第
四
項

令
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号

令
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用

す
る
令
第
十
九
条
第
一
項
第
二

号

第
二
十
条

法
第
十
五
条

法
第
三
十
二
条
第
五
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
第
一

項

第
二
十
三
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
父
子
福
祉
資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条
第
一
項

第
十
三
条
第
一
項

第
三
十
一
条
の
六
第
一
項

第
二
条
第
二
項
第
一
号

母
子
事
業
開
始
資
金
又
は
母
子

父
子
事
業
開
始
資
金
又
は
父
子

事
業
継
続
資
金

事
業
継
続
資
金

第
二
条
第
二
項
第
二
号

母
子
修
学
資
金

父
子
修
学
資
金

第
二
条
第
二
項
第
三
号

母
子
技
能
習
得
資
金
又
は
母
子

父
子
技
能
習
得
資
金
又
は
父
子

修
業
資
金

修
業
資
金

第
二
条
第
二
項
第
四
号

母
子
就
職
支
度
資
金

父
子
就
職
支
度
資
金
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第
二
条
第
二
項
第
五
号

母
子
医
療
介
護
資
金

イ

父
子
医
療
介
護
資
金

イ

母
子
医
療
介
護
資
金
の

父
子
医
療
介
護
資
金
の

第
二
条
第
二
項
第
五
号

配
偶
者
の
な
い
女
子

配
偶
者
の
な
い
男
子

イ

係
る
母
子
医
療
介
護
資
金

係
る
父
子
医
療
介
護
資
金

母
子
医
療
介
護
資
金
借
入
申
込

父
子
医
療
介
護
資
金
借
入
申
込

み
に
よ
る
診
断
及
び
所
要
経
費

み
に
よ
る
診
断
及
び
所
要
経
費

見
込
書

見
込
書

第
二
条
第
二
項
第
五
号

配
偶
者
の
な
い
女
子

配
偶
者
の
な
い
男
子

ロ

母
子
医
療
介
護
資
金

父
子
医
療
介
護
資
金

第
二
条
第
二
項
第
六
号

母
子
生
活
資
金

父
子
生
活
資
金

第
二
条
第
二
項
第
七
号

母
子
住
宅
資
金

父
子
住
宅
資
金

第
二
条
第
二
項
第
八
号

母
子
転
宅
資
金

父
子
転
宅
資
金

第
二
条
第
二
項
第
九
号

母
子
就
学
支
度
資
金

父
子
就
学
支
度
資
金

第
三
条
第
一
項

法
第
十
四
条

法
第
三
十
一
条
の
六
第
四
項
に
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お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
四
条

（
各
号
を
除
く
。
）

第
三
条
第
二
項
第
一
号

母
子
事
業
開
始
資
金

父
子
事
業
開
始
資
金

第
三
条
第
二
項
第
二
号

母
子
事
業
継
続
資
金

父
子
事
業
継
続
資
金

第
四
条
第
一
項

令
第
九
条
第
一
項

令
第
三
十
一
条
の
七
に
お
い
て

準
用
す
る
令
第
九
条
第
一
項

第
七
条

令
第
十
条
た
だ
し
書

令
第
三
十
一
条
の
七
に
お
い
て

準
用
す
る
令
第
十
条
た
だ
し
書

母
子
修
学
資
金
、
母
子
技
能
習

父
子
修
学
資
金
、
父
子
技
能
習

得
資
金
及
び
母
子
修
業
資
金

得
資
金
及
び
父
子
修
業
資
金

第
九
条

母
子
修
学
資
金

父
子
修
学
資
金

第
十
条
第
一
項

母
子
修
学
資
金
、
母
子
技
能
習

父
子
修
学
資
金
、
父
子
技
能
習

得
資
金
、
母
子
修
業
資
金
又
は

得
資
金
、
父
子
修
業
資
金
又
は

母
子
生
活
資
金

父
子
生
活
資
金

令
第
七
条
第
三
号
か
ら
第
五
号

令
第
三
十
一
条
の
五
第
三
号
か

ま
で
又
は
第
八
号

ら
第
五
号
ま
で
又
は
第
八
号
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第
十
二
条

令
第
十
二
条

令
第
三
十
一
条
の
七
に
お
い
て

準
用
す
る
令
第
十
二
条

第
十
三
条

令
第
十
三
条

令
第
三
十
一
条
の
七
に
お
い
て

準
用
す
る
令
第
十
三
条

第
十
四
条

法
第
十
三
条
第
三
項

法
第
三
十
一
条
の
六
第
三
項

母
子
修
学
資
金
又
は
母
子
修
業

父
子
修
学
資
金
又
は
父
子
修
業

資
金

資
金

第
十
五
条
第
一
項

令
第
八
条
第
五
項

令
第
三
十
一
条
の
六
第
五
項

第
十
六
条

令
第
八
条
第
三
項
た
だ
し
書

令
第
三
十
一
条
の
六
第
三
項
た

だ
し
書

第
十
八
条
第
一
項

令
第
十
七
条

令
第
三
十
一
条
の
七
に
お
い
て

準
用
す
る
令
第
十
七
条

第
十
八
条
第
二
項

令
第
十
七
条
た
だ
し
書

令
第
三
十
一
条
の
七
に
お
い
て

準
用
す
る
令
第
十
七
条
た
だ
し

書

第
十
八
条
の
二

令
第
十
八
条
第
一
項

令
第
三
十
一
条
の
七
に
お
い
て

準
用
す
る
令
第
十
八
条
第
一
項
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第
十
九
条
第
一
項

令
第
十
九
条

令
第
三
十
一
条
の
七
に
お
い
て

準
用
す
る
令
第
十
九
条

第
十
九
条
第
四
項

令
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号

令
第
三
十
一
条
の
七
に
お
い
て

準
用
す
る
令
第
十
九
条
第
一
項

第
二
号

第
二
十
条

法
第
十
五
条

法
第
三
十
一
条
の
六
第
五
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条

第
二
十
五
条
中
「
及
び
」
を
「
、
父
子
福
祉
資
金
及
び
」
に
改
め
る
。母

子

「

様
式
第
一
号
中

を

に
、

「母
子

福
祉
資
金
貸
付
申
請
書

父
子

福
祉
資
金
貸
付
申
請
書

」

寡
婦

」

寡
婦

「

借
入
先
又
は
名
称

種
類

借
入

金
額

未
償

還
額

償
還
完
了
予
定
年
月
日

他
の

借
入

金
資
金

母
子
福
祉
資
金

を

寡
婦
福
祉
資
金

資
金

の
状

況
その他
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」

「
借
入
先
又
は
名
称

種
類

借
入

金
額

未
償

還
額

償
還
完
了
予
定
年
月
日

資
金

母
子
福
祉
資
金

他
の

借
入

金

資
金

父
子
福
祉
資
金

に
、

寡
婦
福
祉
資
金

資
金

の
状

況

その他

」

母
子

「

父
子
福
祉
資
金
と
し
て

資
金
を
借
り
入
れ
た
い
の
で

関
係
書
類
を
添
付
の
上

「

母
子
福
祉
資
金
と
し
て

資
金
を
借
り
入
れ
た
い
の
で

関
係
書
類
を
添
付
の
上

，
，

を

に

寡
婦

寡
婦

」

上
記
の
と
お
り
申
請
し
ま
す

」

上
記
の
と
お
り
申
請
し
ま
す。

。

修
学
資
金

修
業
資
金

就
職
支
度
資
金
及
び
就
学
支
度
資
金

母
子

父
子
・
寡
婦

修
学
資
金

母
子

父
子
・
寡
婦

修
業
資
金

母
子

父
子
・
寡
婦

就
職
支
度
資

改
め
、
同
様
式
の
注
１
中
「

」
を
「

（

）

（

）

（

）

，
，

，
，

（

）

」
に
改
め
、
同
様
式
の
注
３
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
の
注
６
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

金
又
は
母
子

父
子
・
寡
婦

就
学
支
度
資
金

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法

母
子

「

６
父
子

の
文
字
は

該
当
の
も
の
に
○
印
を
す
る
こ
と

，
。

」

寡
婦

「

円
母
子

円
福
祉
資
金

寡
婦

所
要
総
金
額

内
訳
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そ
借
入
先

円

（

）

の他
円

福
祉
資
金

母
子

種
別

購
入
品
等

単
価

数
量

金
額

寡
婦

資
金

使
用

（

）

様
式
第
二
号
中

を

計
画

充
当

額
具
体
的
に
記
入。

す
る
こ
と

」

「

円
母
子

円
父
子
福
祉
資
金

寡
婦

所
要
総
金
額

内
訳

そ
借
入
先

円

（

）

の他
円

母
子

資
金

使
用

父
子
福
祉
資
金

種
別

購
入
品
等

単
価

数
量

金
額

（

）

に
改
め
、
同
様
式
の
注
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

計
画

寡
婦

具
体
的
に
記
入

充
当

額
す
る
こ
と
。

」

母
子

「

２
父
子

の
文
字
は

該
当
の
も
の
に
○
印
を
す
る
こ
と

，
。

」

寡
婦
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医
療
介
護
資
金
借
入
申
込
み
に
よ
る
診
断
及
び
所
要
経
費
見
込
書

「

を

様
式
第
三
号
の
二
中

こ
の
受
診
者
に
つ
い
て
は

次
の
症
状
に
つ
き
診
療
を
要
す
る
も
の
と
認
め
る

そ
の
所
要
経
費
の
見

，
。

」

込
は

次
の
と
お
り
で
あ
る

，
。

母
子

「

父
子
医
療
介
護
資
金
借
入
申
込
み
に
よ
る
診
断
及
び
所
要
経
費
見
込
書

に
、

（

）
」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
の
注
に
次
の
よ
う
に

寡
婦

「入
院

完
看
完
食

入
院

こ
の
受
診
者
に
つ
い
て
は

次
の
症
状
に
つ
き
診
療
を
要
す
る
も
の
と
認
め
る

そ
の
所
要
経
費
の
見

，
。

」

込
は

次
の
と
お
り
で
あ
る

，
。

加
え
る
。

母
子

「

３
父
子

の
文
字
は

該
当
の
も
の
に
○
印
を
す
る
こ
と

，
。

」

寡
婦

「

法
に
定
め
る
配
偶
者
の
な

い
女
子
で
あ
つ
て
現
に
児

寡
婦

そ
の
他
の
者

計

「母
子

童
を
扶
養
し
て
い
る
者

を

様
式
第
六
号

中

を

に
、

「母
子
福
祉
資
金
団
体
貸
付
申
請
書

父
子
福
祉
資
金
団
体
貸
付
申
請
書

（一）

」

寡
婦

名
名

名
名

寡
婦

」

」

「

配
偶
者
の
な
い
女
子

配
偶
者
の
な
い
男
子

で
あ
つ
て
現
に
児
童

で
あ
つ
て
現
に
児
童

寡
婦

そ
の
他
の
者

計
を
扶
養
し
て
い
る
者

を
扶
養
し
て
い
る
者

に
改
め
、
同
様
式
の
注
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

名
名

名
名

名

」

母
子

「
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２
父
子

の
文
字
は

該
当
の
も
の
に
○
印
を
す
る
こ
と

，
。

」

寡
婦

様
式
第
六
号

中
「
理

事
」
を
「
役

員
」
に
改
め
る
。

（二）

様
式
第
六
号

中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
借
入
金

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
借
入
金

（三）

母
子

「

様
式
第
六
号

中

を

寡
婦
福
祉
資
金
と
し
て

資
金
を
借
用
し
た
い
の
で

別
紙
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請

，
（四）

」

し
ま
す
。

母
子

「

に
改
め
る
。

父
子
福
祉
資
金
と
し
て

資
金
を
借
用
し
た
い
の
で

別
紙
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請

，

寡
婦

」

し
ま
す
。

様
式
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様式第７号（第３条，第 23 条関係） 

従 業 員 世 帯 調 書 

ふ り が な 

氏 名 
  年  月  日生 

住 所   

配偶者のない女子

又は配偶者のない

男子となつた理由 

  

現に児童を扶養し 

ている事実 

寡婦の場合は，か

つて配偶者のない

女子として児童を

扶養したことの事

実 

 

家 庭 の 状 況 

家 族 数 資産状況 

生 活 の 状 況 

余 裕 あ り 普 通 余 裕 な し 

          

母子家庭，父子家

庭又は寡婦であ

る こ と の 証 明

（市町村長又は民

生委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏 名          □印   
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母
子

「

様
式
第
八
号
中

を

に
改
め
、
同
様
式
の
注
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

「母
子
福
祉
資
金
保
証
人
異
動
届

父
子
福
祉
資
金
保
証
人
異
動
届

」

寡
婦

」

寡
婦

母
子

「

注
父
子

の
文
字
は

該
当
の
も
の
に
○
印
を
す
る
こ
と

，
。

」

寡
婦

様
式
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様式第９号（第４条，第23条関係） 

年 度 貸付決定番号   

  第 号   

 
母子  
父子福祉資金借用保証書 
寡婦 

 

資 金 名   

借 用 総 額 金              円 

金 額 月 額 金              円 

利 子   

貸 付 期 間 
年  月  日から 
年  月  日まで  

償 還 期 間 
年  月  日から  
年  月  日まで  

償 還 方 法 年賦・半年賦・月賦 償還１回 金        円 

借 主 

住 所   

氏 名   

住 所   

氏 名   

 
私は，上記貸付金の貸付けを受けた者と連帯して債務を負担します。 
ついては，母子及び父子並びに寡婦福祉法（昭和39年法律第129号）及び同

法に基づく命令等に定めるところに誠実に従い相違なく償還します。 
 

    年  月  日 
 
岡 山 県 知 事 
岡山県  県民局長

  殿 

 
住所            

連帯保証人                 
氏名            ○印  

 

 

 
 注 １ 連帯保証人の印鑑証明書を添付すること。 
 

「母子  
２  父子 及び「年賦・半年賦・月賦」の文字は，該当のものに○印 
   寡婦」 

 をすること。 
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母
子

「

福
祉
資
金
貸
付
決
定
通
知
書

寡
婦

様
式
第
十
号
中
「

」
を
「

」
に
、

を

,
印

母
子

年
月

日
申
請
の

福
祉
資
金
は

下
記
の
と
お
り
貸
付
け
す
る
こ
と

，
寡
婦

に
決
定
し
た
の
で
通
知
し
ま
す

お
つ

封
の
借
用
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
押
印

て
同

。
，

」

し
至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

母
子

「

福
祉
資
金
貸
付
決
定
通
知
書

父
子

寡
婦

「

年

、

を

母
子

半
年
賦
償
還
一
回

円
あ
て

年
月

日
付
け
で
申
請
さ
れ
た
父
子
福
祉
資
金
は

次
の
と
お
り
貸
付
け

月

に

，

」

寡
婦

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
の
で
通
知
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は

同
封
の
借
用
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

か
つ

押
印
の
上

必
要
書

，
，

，
，

」

類
を
添
え
て
至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「

年
賦

に
改
め
、
同
様
式
の
注
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

半
年
賦

償
還
１
回

金
円

月
賦

」

母
子

年
賦

「

「

注
父
子

及
び

半
年
賦

の
文
字
は

不
用
な
も
の
を
抹
消
す
る
こ
と

，
。

」

」

寡
婦

月
賦

福
祉
資
金
貸
付
不
承
認
決
定
通
知
書

「

母
子
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寡
婦

様
式
第
十
一
号
中

を

（

）

年
月

日
申
請
の

福
祉
資
金

資
金

母
子

寡
婦

」

は
貸
付
け
不
承
認
と
決
定
し
た
の
で
通
知
し
ま
す

，
。

母
子

「

父
子
福
祉
資
金
貸
付
不
承
認
決
定
通
知
書

寡
婦

に
改
め
、
同
様
式
の
注
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

母
子

（

）

年
月

日
付
け
で
申
請
さ
れ
た
父
子
福
祉
資
金

資
金

寡
婦

」

は
貸
付
け
不
承
認
と
決
定
し
た
の
で
通
知
し
ま
す

，
。

母
子

「

注
父
子

の
文
字
は

不
用
な
も
の
を
抹
消
す
る
こ
と

，
。

」

寡
婦

母
子

「

「

」
を

様
式
第
十
二
号
中

を

に
、

「母
子
福
祉
資
金
借
用
書

父
子
福
祉
資
金
借
用
書

年
・
半
年
・
月
・
賦
金

円
あ
て

」

寡
婦

」

寡
婦

「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、

「

」
に
、

年
賦
・
半
年
賦
・
月
賦

償
還
１
回

金
円

い
た
し
ま
す

し
ま
す

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法

住
所

「住
所

「借
主

,
借
主
氏
名

,
氏
名

連
帯
借
主

住
所

住
所

借
主
氏
名

印
鑑
証
明
を
付
す
る

印
鑑

,

を

に
改
め
、
同
様
式
の
注
２
中
「

」
を
「

（児
童
等

氏
名

）

,

住
所

住
所

連
帯
保
証
人
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」

連
帯
保
証
人

氏
名

,

」

氏
名

,

証
明
書
を
添
付
す
る

修
学
資
金

修
業
資
金

就
職
支
度
資
金
及
び
就
学
支
度
資
金

母
子

父
子
・
寡
婦

修
学
資
金

母
子

父
子
・
寡
婦

修
業
資
金

母
子

父

」
に
改
め
、
同
様
式
の
注
３
中
「

」
を
「

（

）

（

）

（

，
，

，
，

）

（

）

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
の
注
４
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

子
・
寡
婦

就
職
支
度
資
金
又
は
母
子

父
子
・
寡
婦

就
学
支
度
資
金

母
母
又
は
父

母
子

「

４
父
子

及
び

年
賦
・
半
年
賦
・
月
賦

の
文
字
は

該
当
の
も
の
に
○
印
を
す
る
こ
と

「

」

，
。

」
寡
婦

様
式
第
十
三
号
中
「
（

）

」
を

県
民
局
受
付

年
月

日

「
（

）
（

）
（

）
」
に
、

町
村
受
付

年
月

日
福
祉
事
務
所
受
付

年
月

日
県
民
局
受
付

年
月

日

「

福
祉
資
金
貸
付
金
増
額
申
請
書

母
子

寡
婦

住
所

郵
便
番
号
□
□
□
－
□
□
□
□

を

申
請
者

年
月

日
生

ふ
り

が
な

氏
名

」

「

母
子

父
子
福
祉
資
金
貸
付
金
増
額
申
請
書

寡
婦

住
所

郵
便
番
号
□
□
□
－
□
□
□
□

に
、

（

）

―

（

）

―

申
請
者

連
絡
先

自
宅

携
帯
電
話

年
月

日
生

ふ
り

が
な

氏
名

」

「

を

年
賦

年
償
還

１
回
当
た
り
償
還
金
は
当
初
分
と
増
額
分
の
合
計
額
に
な
る
。

平成２６年１０月３日　岡山県公報　号外



」

「

に
、

年
賦
・
半
年
賦
・
月
賦

年
償
還

１
回
当
た
り
の
償
還
金
は

当
初
分
と
増
額
分
の
合
計
額
に
な
る

，
。

」

母
子

「

「

福
祉
資
金

資
金

の
増
額
借
入
れ
を
し
た
い
の
で

上
記
の
と
お
り
申
請
し
ま
す

父
子
福
祉
資
金

資
金

の
増
額
借
入
れ
を
し
た
い
の
で

上
記
の
と
お
り
申
請
し
ま
す

母
子

（

）

（

）

，
。

，
。

を

に

寡
婦

寡
婦

」

年
月

日

」

年
月

日

改
め
、
同
様
式
の
注
４
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

母
子

「

４
父
子

及
び

年
賦
・
半
年
賦
・
月
賦

の
文
字
は

該
当
の
も
の
に
○
印
を
す
る
こ
と

「

」

，
。

」

寡
婦

様
式
第
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様式第14号（第13条，第23条関係） 

年  月  日   

          殿 

岡山県  県民局長  □印    

母子 

父子福祉資金貸付停止決定通知書 

寡婦 

 

 あなたに対しては，   年   月   日から資金の貸付けを行つてき 

ましたが，次の事実は，母子及び父子並びに寡婦福祉法施行令（昭和39年政令 

                第13条第  号 

第224号。以下「令」という。）第31条の７において準用する令第13条  号  

                 第38条において準用する令第13条第  号 

の規定に該当するので，貸付けを停止します。 

                     第14条 

 なお，既に貸し付けた資金の据置期間は，令第31条の７において準用する令 

                     第38条において準用する令第14 

 

第14条の規定により，貸付停止後
６箇月

を経過するまでとなつていますので， 

条              
１年 

申し添えます。 

（事実） 

 

 

 

 

 

 
「母子  「第13条第  号            

   
 「第14 

 注  父子 ， 第31条の７において準用する令第13条第  号 ， 第31 

寡婦」  第38条において準用する令第13条第  号  」  第38 

  条              

  条の７において準用する令第14条 及び
「６箇月

 の文字は，不用なもの 

  条において準用する令第14条  」   
１年 」

 

  を抹消すること。 
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福
祉
資
金
継
続
貸
付
申
請
書

「

母
子

寡
婦

を

現
在
私
は

資
金
の
貸
付
け
に
よ
り
修
業
し
て
い
ま
し
た
が

こ
の
た
び
母
子
及

，
，

修
学

修
業

様
式
第
十
五
号
中

び
寡
婦
福
祉
法
施
行
令

昭
和

年
政
令
第

号
の
規
定
に
よ
り

こ

（

3
9

2
24

）第
５
条
第
２
項

，
第

条
第
２
項

3
3

」

の
資
金
の
貸
付
け
が
継
続
し
て
受
け
ら
れ
ま
す
よ
う

申
請
い
た
し
ま
す

，
。

母
子

「

父
子
福
祉
資
金
継
続
貸
付
申
請
書

寡
婦

に
改
め
、
同
様
式
の
注
中

私
は

資
金
の
貸
付
け
に
よ
り
修
業
し
て
い
ま
し
た
が

母
子
及
び
父
子

，
，

第
条
第
３
項

1
3

並
び
に
寡
婦
福
祉
法

昭
和

年
法
律
第

号
第

条
の
６
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
当

（

3
9

1
2
9

）

3
1

第
条
第
２
項

3
2

」

該
資
金
の
貸
付
け
が
継
続
し
て
受
け
ら
れ
ま
す
よ
う

申
請
し
ま
す

，
。

２
下
線
部
に
は

母
子
修
学

母
子
修
業

父
子
修
学

父
子
修
業

寡
婦
修
学

「

，
，

，
，

，

又
は
寡
婦
修
業
の
い
ず
れ
か
を
記
入
す
る
こ
と

「

「

「

「

母
子

修
学

第
５
条
第
２
項

。

２
及
び

の
文
字
は
該
当
の
も
の
に

母
子

第
条
第
３
項

寡
婦

」

修
業

第
条
第
２
項

」

3
3

」

「
1
3

「

，

に
改
め
る
。

○
印
を
す
る
こ
と。

」
を

３
父
子

及
び

第
条
の
６
第
３
項

の
文
字
は

該
当
の
も
の
に
○
印
を

3
1

，
」

3
2

」

寡
婦

第
条
第
２
項

」

す
る
こ
と
。

事
業
開
始

「

様
式
第
十
六
号
中

を
「

」
に
、

事
業
継
続

資
金
据
置
期
間
延
長
申
請
書

据
置

期
間

延
長

申
請

書
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」

住
宅

第
８
条
第
５
項

「
第

条
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
令

昭
和

年
政
令
第

号

（

3
9

2
2
4

）

3
7

を

事
業
開
始

の
規
定
に
よ
り

事
業
継
続

資
金
の
据
置
期
間
の
延
長
を
次
の
と
お
り
申
請
し
ま
す

第
８
条
第
５
項

，
。

」

住
宅

第
８
条
第
５
項

「

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令

昭
和

年
政
令
第

号
第

条
の
６
第
５
項
の
規
定

（

3
9

2
2
4

）

3
1

に
改
め
、
同
様
式
の
注
中

第
条
第
５
項

3
7

」

に
よ
り

資
金
の
据
置
期
間
の
延
長
を
次
の
と
お
り
申
請
し
ま
す

，
。

第
８
条
第
５
項

「

「事
業
開
始

「

３
事
業
継
続

及
び

の
文
字
は

第
条
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
８
条
第
５
項

3
7

」

，

を

住
宅

」

」

該
当
の
も
の
に
○
印
を
す
る
こ
と
。

第
８
条
第
５
項

「

「

３
第

条
の
６
第
５
項

の
文
字
は

該
当
の
も
の
に
○
印
を
す
る
こ
と

3
1

，
。

3
7

」

第
条
第
５
項

に
改
め
る
。

４
下
線
部
に
は

母
子
事
業
開
始

母
子
事
業
継
続

母
子
住
宅

父
子
事
業
開
始

父
子
事
業
継

，
，

，
，

，

続
父
子
住
宅

寡
婦
事
業
開
始

寡
婦
事
業
継
続
又
は
寡
婦
住
宅
の
い
ず
れ
か
を
記
入
す
る
こ

，
，

，

」

と
。

母
子

「

母
子

「
福
祉
資
金
繰
上
償
還
申
出
書

父
子
福
祉
資
金
繰
上
償
還
申
出
書

寡
婦

様
式
第
十
七
号
中

を

に
改
め
、
同

寡
婦

」

こ
の
た
び
都
合
に
よ
り
次
の
と
お
り
繰
上
償
還
を
し
た
い
の
で

申
し
出
ま
す

，

。

」

こ
の
た
び
都
合
に
よ
り
次
の
と
お
り
繰
上
償
還
を
し
た
い
の
で

申
し
出
ま
す

，
。
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様
式
の
注
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

母
子

「
注

父
子

の
文
字
は

該
当
の
も
の
に
○
印
を
す
る
こ
と

，
。

」

寡
婦

母
子

「

様
式
第
十
八
号
中

を

寡
婦
福
祉
資
金
の
支
払
に
つ
い
て
は

次
の
事
由
に
よ
り
納
期
限
ま
で
に
納
入
す
る
こ
と

，

」

が
困
難
と
な
つ
た
の
で

別
紙
証
明
書
を
添
え
て
支
払
猶
予
を
申
請
し
ま
す

，
。

母
子

「

に
改
め
、
同
様
式
の
注
５
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

父
子
福
祉
資
金
の
支
払
に
つ
い
て
は

次
の
事
由
に
よ
り
納
期
限
ま
で
に
納
入
す
る
こ
と

，

寡
婦

」

が
困
難
と
な
つ
た
の
で

別
紙
証
明
書
を
添
え
て

支
払
猶
予
を
申
請
し
ま
す

，
，

。

母
子

「

５
父
子

の
文
字
は

該
当
の
も
の
に
○
印
を
す
る
こ
と

，
。

」

寡
婦

母
子

第
条

「

1
5

を

寡
婦

第
条
第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

福
祉
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
て
お
り
ま
す
が

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法

昭
和

年
法
律
第

号
，

（

3
9

1
2
9

）

3
2

1
5

様
式
第
十
九
号
中

」

条
に
よ
る
次
の
事
由
が
生
じ
た
の
で

償
還
を
免
除
願
い
た
く
必
要
書
類
を
添
付
し
て
申
請
し
ま
す

，
，

。

母
子

第
条

「

1
5

父
子
福
祉
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
て
い
ま
す
が

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法

昭
和

年
法
律
第

号
第

条
の
６
第
５
項
に
お
い
て
準
用

（

3
9

1
2
9

）

3
1

，

に
改
め
、
同
様
式
の
注
３
を
次
の
よ
う
に
改
め

寡
婦

第
条
第
５
項
に
お
い
て
準
用
す
る

3
2

す
る
同
法
第

条
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り

必
要
書
類
を
添
え
て

償
還
の
免
除
を
申
請
し
ま
す

1
5

，
，

，
。

1
5

」

同
法
第

条
第
１
項

る
。
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母
子

第
条

「

「

1
5

３
父
子

及
び

第
条
の
６
第
５
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

条
の
文
字
は

該
当
の
も
の
に
○
印
を
す
る
こ
と

3
1

1
5

，
。

」

3
2

15

」

寡
婦

第
条
第
５
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

条
第
１
項

（
岡
山
県
事
務
処
理
規
則
の
一
部
改
正
）

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条別

表
第
一

８
の
項
２
中

か
ら

ま
で
を
削
り
、

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を
十
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
２

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同

通
常
の
一
般
社
団
法
人
等

一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人

(1)

(1)

(10)

(11)

(1)

(12)

(14)

(15)

を
同
２

と
し
、
同
２
中

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、
同
表

の
項
７
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
表

の
項
３
中
「

」
を
「

」

環
境
管
理
報
告
書

報
告
書

第
５
条
の
２
第
２
項

第
６
条
第
２
項

(15)

(5)

(16)

(6)

(17)

(7)

(18)

(8)

22

27

に
改
め
、
同
項
４
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項
５
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項
６
中
「

」
を
「

1
1

」
に
改
め
、
同
項
７
中
「

1
0

第
６
条

第
７
条

第
７
条
第
１
項

第
８
条
第
１
項

第
８
条
第
１
項

第
条
第
１
項

第

条
の
２
第
１
項

第
条
第
１
項

第
条
の
２
第
３
項

第
条
第
３
項

第
条
の
５
第
１
項

第
条
第
１
項

第

」
を
「

1
5

」
に
改
め
、
同
項
８
中
「

1
0

」
を
「

1
5

」
に
改
め
、
同
項
９
中
「

1
0

」
を
「

1
8

」
に
改
め
、
同
項

中
「

10

1
0

」
を
「

1
9

」
に
改
め
、
同
項

中
「

1
0

」
を
「

1
9

」
に
改
め
、
同
項

中
「

1
0

」
を
「

2
1

」
に
改
め
、
同
項

中

条
の
６
第
１
項

第
条
第
１
項

第
条
の
６
第
３
項

第
条
第
３
項

第
条
の
８
第
２
項

第
条
第
２
項

11

12

13

「

1
0

」
を
「

2
2

」
に
改
め
、
同
項

中
「

1
0

」
を
「

2
2

」
に
改
め
、
同
項

中
「

1
0

1
3

」
を
「

2
6

」
に
改
め
、
同
項

第
条
の
９
第
２
項

第
条
第
１
項

第
条
の
９
第
２
項

第
条
第
２
項

第
条
の

第
２
項

第
条
第
２
項

14

15

16

中
「

1
0

1
5

」
を
「

2
8

」
に
改
め
、
同
項

中
「

1
0

1
6

」
を
「

2
9

」
に
改
め
、
同
項

中
「

1
0

1
6

」
を
「

2
9

」
に
改
め
る
。

第
条
の

第
条

第
条
の

第
１
項

第
条
第
１
項

第
条
の

第
３
項

第
条
第
３
項

17

18

別
表
第
二

の
項

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項

中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

第
７
条

第
８
条

第
５
条

第
６
条

第
６
条

第
７
条

(1)
29

(5)

(6)

別
表
第
二

の
項

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項

中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

第
７
条

第
８
条

第
５
条

第
６
条

第
６
条

第
７
条

(3)
30

(5)

(6)

別
表
第
三
消
防
保
安
課
の
部
６
の
項
２

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項
３

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
３

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項

所
有

所
有
せ
ず

譲
渡

譲
渡
許
可
証
及
び

譲
渡

譲
渡
許
可
証

(4)

，

(2)

，

(3)

４

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
４

中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

製
造
及
び
取
扱
保
安
責
任
者
免
状

火
薬
類
製
造
保
安
責
任
者
免
状
及
び
火
薬
類
取
扱
保
安
責
任
者
免
状

保
安
責
任
者
等
の

製
造
保
安
責
任
者
等
の

(9)

(10)

別
表
第
三
総
務
学
事
課
の
部
５
の
項
１
中
「

」
を
「
（

2
2

2
6

）

」
に
改
め
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

に
関
す
る

昭
和

年
法
律
第

号
に
関
す
る

(6)

(7)

(5)

(6)

(4)

(5)

(3)

（

1
3

○

(4)
私
立
学
校

私
立
専
修
学
校
及
び
私
立
各
種
学
校
の
閉
鎖
命
令

第
，

1
3
3

1
3
4

）
条
第
１
項

第
条
第
１
項

第
条
第
２
項

，
，

別
表
第
三
総
務
学
事
課
の
部
５
の
項
２
中

を
削
り
、

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
上
げ
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(1)

(2)

(1)

(3)

(5)

(4)

（

4
0

4
0

○

(5)
学
校
法
人
の
仮
理
事
及
び
特
別
代
理
人
の
選
任

第
条
の
４

第
，

）

条
の
５

平成２６年１０月３日　岡山県公報　号外



別
表
第
三
総
務
学
事
課
の
部
５
の
項
２
中

を
削
り
、

を

と
す
る
。

(7)

(8)

(7)

地
方
企
法

地
方
公
営
企
業
法

休
憩
時
間
及
び
休
息
時
間

及
び
休
憩
時
間

第
条

第
別
表
第
三
人
事
課
の
部
６
の
項
５
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項
７
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
部

の
項
４
中
「

2
8

」
を
「

，

13

2
9

」
に
改
め
、
同
部

の
項
４
中
「
（

2
5

1
6

）
」
を
「
（

2
5

5
6

）
」
に
改
め
る
。

条
昭
和

年
岡
山
県
規
則
第

号
昭
和

年
岡
山
県
規
則
第

号

14

別
表
第
三
財
政
課
の
部
１
の
項
１

中
「

」
を
削
る
。

総
務
大
臣
へ
の
報
告
及
び

(3)

別
表
第
三
財
産
活
用
課
の
部
５
の
項
１
中
「

」
を
削
る
。

第
８
条

，

別
表
第
三
県
民
生
活
交
通
課
の
部
３
の
項
１
中
「

1
1

」
を
「

1
1

」
に
改
め
、
同
部
５
の
項
１

中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

第
条
の
３

第
条
第
３
項

第
８
条
第
６
項

第
８
条
第
５
項

(5)

第
条

第
条
の
２

の
設
立

及
び
合
併

第
７
条

第
条
第
１
項

第

別
表
第
三
市
町
村
課
の
部
１
の
項
１

中
「

2
8
6

」
の
次
に
「

2
8
6

」
を
加
え
、
同
部

の
項
１
中
「

」
の
次
に
「

」
を
、
「

」
の
次
に
「

1
0
8

(3)

，

17

，
，

1
1
2

」
を
加
え
、
同
項
２
中
「

9
2

」
を
「

8
8

」
に
改
め
、
同
項
３
中
「

8
8

8
9

」
を
「

1
2
1

1
2
2

」
に
改
め
、
同
項
４
中

条
第
１
項

第
条
第
１
項

第
条
第
１
項

第
条
第
１
項

第
条
第
４
項

第
条
第
１
項

第
条
第
４
項

，
，

「

8
9

」
を
「

1
2
2

」
に
改
め
る
。

第
条
第
３
項

第
条
第
３
項

別
表
第
三
く
ら
し
安
全
安
心
課
の
部
９
の
項

中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

訴
訟
費
用
の
貸
付
手
続

消
費
者
訴
訟
費
用
の
貸
付
手
続

20岡
山
県
低
所
得
者
修
学
資
金
貸
付
要
綱

平
成

年
岡
山
県
告
示
第

号
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
告
示
に
よ
る
廃
止
前
の
岡
山

別
表
第
三
人
権
施
策
推
進
課
の
部
１
の
項
中
「

」
を
「

1
4

1
5
5

県
低
所
得
者
修
学
資
金
貸
付
要
綱

岡
山
県
低
所
得
者
生
業
資
金
貸
付
要
綱

平
成

年
岡
山
県
告
示
第

号
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
告
示
に
よ
る

」
に
改
め
、
同
部
２
の
項
中
「

」
を
「

1
4

1
5
6

」
に
改
め
る
。

廃
止
前
の
岡
山
県
低
所
得
者
生
業
資
金
貸
付
要
綱

別
表
第
三
環
境
管
理
課
の
部
５
の
項
６

中
「

」
を
削
る
。
第
６
項

(1)

，

別
表
第
三
循
環
型
社
会
推
進
課
の
部
１
の
項
１

中
「

」
を
削
り
、
同
項
３

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
「

1
5

」
を
削
り
、
同
３

中
「

」
を

県
民
局
長

再
開
及
び
変
更

及
び
再
開

第
条

再
開
及
び
変
更

(26)

(9)

，
，

(11)

，

及
び
再
開

第
条
の
３

第
条
の
４

第
条
の
２

第
条
の
５

第
条
の
６

第
条
の
３

第
条
の
４

第
条
の
７

第

「

」
に
、
「

1
8

1
8

」
を
「

1
8

」
に
改
め
、
同
３

中
「

1
8

1
8

」
を
「

1
8

1
8

」
に
改
め
、
同
３

中
「

18
，

(12)

，
，

(13)

，

1
8

」
を
「

1
8

1
8

」
に
改
め
、
同
３

中
「

2
0

」
を
「

2
0

」
に
改
め
る
。

条
の
８

第
条
の
５

第
条
の
６

第
条
の
２
の
２
第
１
項

第
２
項

第
条
の
３

，

(17)

，

別
表
第
三
保
健
福
祉
課
の
部

の
項
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
部

の
項
８
中
「

3
3

」
を
「

3
2

戦
没
者
等
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法

戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法

第
条

第

22

28

」
に
改
め
る
。

条

別
表
第
三
健
康
推
進
課
の
部
５
の
項
１
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項
３
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

第
３
条
第
２
項

第
５
条
第
２
項

第
７
条
の
２

第
８
条

別
表
第
三
生
活
衛
生
課
の
部
３
の
項

中
「

5
2

1
0

」
を
削
る
。

第
条
の

11

，

別
表
第
三
医
薬
安
全
課
の
部

の
項
１

中
「

」
を
「

」
に
改
め

岡
山
県
難
病
患
者
等
居
宅
生
活
支
援
事
業
費
補
助
金
交
付
要
綱

岡
山
県
小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
費
補
助
金
交
付
要
綱

13

(2)

る
。別

表
第
三
子
ど
も
未
来
課
の
部
３
の
項
中
「

（
」
を
「

（
」
に
改
め
、
同
項
１
中
「

」
の
次
に
「

」

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法

母
子
福
祉
資
金
貸
付
金

父
子
福
祉
資
金
貸
付
金

，
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を
加
え
、
同
１

中
「

32

」
を
「

3
1

3
2

」
に
改
め
、
同
１

中
「

3
2

」
を
「

3
1

3
2

」
に
改
め
、
「

」
を
削
り
、
同
１

中

第
条
の
２
第
１
項

第
３
項

第
条
の
６

第
条

第
条
第
４
項

第
条
の
６

第
条

第
４
条

(2)

，
，

(3)

，
，

(4)

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
令

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令

ま
で

第
条
の
７

第
条

第
条
の

「

」
を
「

」
に
改
め
、
「

」
の
次
に
「

3
1

」
を
加
え
、
同
１

か
ら

ま
で
の
規
定
中
「

3
8

」
を
「

3
1

，

(5)

(7)

3
8

」
に
改
め
、
同
１

中
「

」
の
次
に
「

3
1

」
を
加
え
、
同
１

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項

７
第

条
第
８
条

第
条
の
６

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
細
則

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
細
則

，

(8)

，

(9)

２
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
部
７
の
項
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

母
子
福
祉
団
体

母
子
・
父
子
福
祉
団
体

岡
山
県
立
児
童
福
祉
施
設
条
例

岡
山
県
立
成
徳
学
校
条
例

第
条

第
条
の
５

第
条

第
条

第
条
の
５

ま
で

第

別
表
第
三
障
害
福
祉
課
の
部
９
の
項
２

中
「

1
9

」
の
次
に
「

2
6

」
を
加
え
、
同
２

中
「

1
2

」
の
次
に
「

2
6

2
6

」
を
加
え
、
同
２

中
「

」
の
次
に
「

(1)

，

(2)

，
，

(3)

，

2
6

」
を
加
え
、
同
２

中
「

2
4

」
の
次
に
「

2
6

」
を
加
え
る
。

条
の
５

第
条

第
条
の
５

(4)

，

別
表
第
三
長
寿
社
会
課
の
部
５
の
項
９
中
「

1
1
1

」
を
削
り
、
同
部
６
の
項

中
「
（

1
2

6
7
1

）
」
を
削
る
。

第
条

平
成

年
長
寿
第

号
，

20

別
表
第
三
農
産
課
の
部
３
の
項
１
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

第
４
項

第
６
項

第
５
項

第
７
項

，
，

別
表
第
三
畜
産
課
の
部

の
項
７
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
部

の
項
８
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項

中
「

」
を
「

」

家
畜
市
場
開
設
日
時

家
畜
市
場
の
開
場
日
等

者
の

者
に
対
す
る

申
立
の

申
立
に
係
る

19

26

11

物
件

物
品

と
畜
場
使
用
時
間

と
畜
場
の
受
付
時
間

使
用
時

に
改
め
、
同
項

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項
中

を
削
り
、

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
部

の
項
２
中
「

」
を
「

16

19

20

19

21

27

27

，

」
に
改
め
る
。

間

別
表
第
三
林
政
課
の
部
１
の
項
１
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項
６
中
「

1
6

」
の
次
に
「

1
9

」
を
加
え
、
同
項
７
中
「

1
3

」
の
次
に
「

19

」
を
加
え
、

第
６
条
第
６
項

第
６
条
第
７
項

第
条

第
条

第
条

第
条

，
，

第
条

第
条

第
条

第
条

決
定

第
条

第
条
第
１

同
項
８

中
「

1
5

」
の
次
に
「

1
9

」
を
加
え
、
同
８

中
「

1
7

」
の
次
に
「

1
9

」
を
加
え
、
同
部

の
項
５
中
「

（
」
の
次
に
「

1
8

」
を
加
え
、
同
項
７
中
「

2
1

(1)

，

(2)

，

14

，

」
を
「

2
1

」
に
改
め
、
同
項
８
中
「

2
2

」
を
「

2
2

」
に
改
め
る
。

項
第

条
第

条
第
１
項

第
２
項

第
３
項

第
条

，
，

別
表
第
三
治
山
課
の
部
６
の
項
中
「

（

2
6

7
9

）
」
を
「

（

2
6

9
7

）
」
に
改
め
る
。

公
共
土
木
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法

昭
和

年
法
律
第

号
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法

昭
和

年
法
律
第

号

第
条
の
２

第
条
の
３

及
び
収
用

危
険

別
表
第
三
水
産
課
の
部
３
の
項
中
２
を
削
り
、
３
を
２
と
し
、
４
を
３
と
し
、
同
部

の
項
２

中
「

2
0

」
を
「

2
0

」
に
改
め
、
同
項
３

中
「

」
を
削
り
、
同
３

中
「

21

(2)

(4)

(13)

」
を
「

」
に
改
め
、
同
部

の
項

中
「

1
4

」
を
「

1
4

」
に
改
め
る
。

防
止

危
害
防
止

第
条
第
１
項
か
ら
第
４
項
ま
で

第
条

22

11

別
表
第
三
道
路
整
備
課
の
部
１
の
項
２

中
「

4
7

」
を
「

4
7

」
に
改
め
、
同
２

中
「

4
7

」
を
「

4
7

」
に
改
め
る
。

第
条
の
３

第
条
の
４

第
条
の
５

第
条
の
６

(28)

(29)

急
傾
斜
地
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律

届
出

の

別
表
第
三
防
災
砂
防
課
の
部
５
の
項
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項
６

中
「

」
の
次
に
「

(1)

」
を
加
え
る
。

受
理

別
表
第
三
都
市
計
画
課
の
部
１
の
項

中
「

5
5

」
を
「

55

」
に
改
め
、
同
項

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
部
７
の
項
１
中
「

」

第
条
第
４
項

第
条
第
３
項

都
市
計
画
事
業
許
可

都
市
計
画
事
業
の
認
可

第
６
条

11

13

を
「

」
に
改
め
る
。

第
９
条

別
表
第
三
建
築
指
導
課
の
部
２
の
項
４

中
「

4
3

」
を
「

4
3

」
に
改
め
、
同
部

の
項

中
「

」
の
次
に
「

」
を
加
え
る
。

第
条
第
２
項

第
条
第
１
項

承
継

の
承
認

(7)

13

10

別
表
第
三
住
宅
課
の
部
３
の
項
５
中
「

」
の
次
に
「

」
を
加
え
る
。

承
継

の
承
認

（
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
改
正
）
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知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
（
平
成
十
二
年
岡
山
県
規
則
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条別

表
第
二
の
六
の
項
ハ
中
「
第
六
条
第
二
項
」
を
「
第
五
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
ニ
中
「
第
七
条
」
を
「
第
六
条
」
に
改
め
、
同
表
の
十
四
の
項
中
ハ
を
削
り
、
ニ
を
ハ
と
し
、
同
表
の
二
十
二
の
項
中

「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
（
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
（
」
に
改
め
、
同
項
イ
中
「
第
十
三
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
及
び
第
三
十
二
条
第
一
項
」
を
加
え
、
「
母
子
福

祉
資
金
の
」
を
削
り
、
同
項
ロ
中
「
第
十
三
条
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
一
条
の
六
第
三
項
及
び
第
三
十
二
条
第
二
項
」
を
加
え
、
「
母
子
福
祉
資
金
の
」
を
削
り
、
同
項
ハ
中
「
第
十
五
条
」
の
下
に
「
（
法

第
三
十
一
条
の
六
第
五
項
及
び
第
三
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
「
母
子
福
祉
資
金
の
」
を
削
り
、
同
項
中
ニ
か
ら
ヘ
ま
で
を
削
り
、
ト
を
ニ
と
し
、
チ
か
ら
カ
ま
で
を
ホ

か
ら
ル
ま
で
と
し
、
同
項
ヨ
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
細
則
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
細
則
」
に
、
「
の
規
定
に
よ
る
母
子
福
祉
資
金
の
」
を
「
（
規
則
第
二
十
三
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
」
に
改
め
、
同
ヨ
を
同
項
ヲ
と
し
、
同
項
タ
中
「
の
規
定
に
よ
る
母
子
福
祉
資
金
の
」
を
「
（
規
則
第
二
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る

」
に
改
め
、
同
タ
を
同
項
ワ
と
し
、
同
項
レ
中
「
の
規
定
に
よ
る
母
子
福
祉
資
金
の
」
を
「
（
規
則
第
二
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
」
に
改
め
、
同
レ
を
同
項
カ
と
し
、
同
項

ソ
中
「
の
規
定
に
よ
る
母
子
福
祉
資
金
の
う
ち
の
修
学
資
金
に
係
る
」
を
「
（
規
則
第
二
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
」
に
改
め
、
同
ソ
を
同
項
ヨ
と
し
、
同
項
ツ
中
「
の
規
定

に
よ
る
母
子
福
祉
資
金
の
」
を
「
（
規
則
第
二
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
」
に
改
め
、
同
ツ
を
同
項
タ
と
し
、
同
項
ネ
か
ら
ウ
ま
で
を
削
る
。

（
岡
山
県
財
務
規
則
の
一
部
改
正
）

岡
山
県
財
務
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
岡
山
県
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条様

式
第
二
十
二
号
納
入
通
知
書
（
そ
の
一
）

及
び
様
式
第
二
十
二
号
の
二
納
付
書
（
そ
の
一
）

中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金

（裏）

（裏）

「

様
式
第
二
十
五
号
口
座
振
替
依
頼
書

中

を

岡
山
県
母
子
福
祉
資
金
貸
付
金

毎
月
末
日

（１）
（裏）

」

「

岡
山
県
母
子
福
祉
資
金
貸
付
金

毎
月
末
日

に
改
め
る
。

岡
山
県
父
子
福
祉
資
金
貸
付
金

毎
月
末
日

」

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）
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２

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
細
則
及
び
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
岡
山
県
財
務
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
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